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うつ病患者のリカバリーにおける
認知・社会機能評価の役割

講演
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中川 敦夫 先生 

うつ病におけるリカバリーを目指して：
協働経験主義的 (collaborative empiricism)
アプローチの実践
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加藤 正樹 先生 

うつ病におけるリカバリーの
評価尺度の活用
 (WPAI, GAS-D等)

総合討論
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